
 １　アンケート内容

(1) アンケートテーマ

(2) アンケート目的

（3）アンケート項目

(4) アンケート対象

令和４年度市政モニター（１７２名）

令和４年度高校生モニター（４９名）

(5) アンケート方法

姫路市公式アプリ「ひめじプラス」のアンケート機能を活用

(6) アンケート期間

令和５年１月１１日（水）から令和５年１月２９日（日）まで

 ２　回答状況

(1) 有効回答数

167

７５．６％

（3）回答集計

次ページ以降のとおり

令和4年度　第4回市政モニターアンケート調査結果

防災に関するアンケート（所管課：危機管理室）

(2) 回答率

　　これから市が防災・減災対策に取り組む上での参考資料として活用するため

１９項目

・今までに被害を受けたり、身近に危険を感じた災害について

・実際に大規模な災害が発生した場合、どのようなことを不安に感じているか

・様々な災害に備え、日頃からどのような対策をとっているか

・市が作成、配布しているハザードマップ（洪水、土砂等）を見たことがあるか

・災害に対して何日分の備蓄をしているか

・食料品（飲料水・非常食等）以外で、災害に備えているか

・地震が発生した際に、家具が転倒したり移動したりするのを防ぐため、家具の固

定を行っているか

・感震ブレーカー（地震発生時に設定値以上の揺れを感知した場合、電気を自動的

に止める器具）を知っているか     等



アンケート回答者の属性

年齢

19歳以下 32 (19.2%)

20～29歳 6 (3.6%)

30～39歳 36 (21.6%)

40～49歳 35 (21.0%)

50～59歳 27 (16.2%)

60～69歳 22 (13.2%)

70歳以上 9 (5.4%)

性別

男性 46 (27.5%)

女性 118 (70.7%)

その他 3 (1.8%)

質問1

今までに被害を受けたり、身近に危険を感じた災害は何ですか（複数回答可）

1 地震 108 (64.7%)

2 台風（暴風雨） 94 (56.3%)

3 豪雨 50 (29.9%)

4 河川の氾濫 31 (18.6%)

5 土砂崩れ・崖崩れ 11 (6.6%)

6 高潮 2 (1.2%)

7 豪雪 4 (2.4%)

8 雪崩 0 (0.0%)

9 火山噴火 0 (0.0%)

10 落雷 19 (11.4%)

11 竜巻 5 (3.0%)

12 被害や危険を感じたことはない 26 (15.6%)

13 その他 1 (0.6%)

火災　隣家の家事で我が家に火が移り全焼
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質問2

あなたの住んでいる地域が災害に対し安全だと感じていますか。それとも危険だと感じていますか

1 安全 12 (7.2%)

2 ある程度安全 88 (52.7%)

3 どちらでもない 22 (13.2%)

4 ある程度危険 31 (18.6%)

5 危険 9 (5.4%)

6 わからない 5 (3.0%)

質問3

実際に大規模な災害が発生した場合、どのようなことを不安に感じていますか（複数回答可）

1 家族との連絡手段の確保 109 (65.3%)

2 職場などからの帰宅手段や一時避難先の確保 54 (32.3%)

3 自宅の耐震性 89 (53.3%)

4

初期消火の体制（大地震で水道管が破損し、消

火栓が使えない　など）

45 (26.9%)

5

負傷者や急病人の病院などの不足

（家庭での備蓄不足を含む）

46 (27.5%)

6 避難所での生活 115 (68.9%)

7

食料や常備薬などの不足（家庭での備蓄不足を

含む）

104 (62.3%)

8 電気、水道、ガスなどのライフラインの停止 139 (83.2%)

9 特になし 0 (0.0%)

10 　その他 6 (3.6%)

小さい子どものオムツや食事・ミルク、

トイレ、治安
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質問4

様々な災害に備え、日頃からどのような対策をとっていますか（複数回答可）

1 防災について家族と話し合いをしている 36 (21.6%)

2

避難情報（高齢者等避難、避難指示など）の違

いを認識している

50 (29.9%)

3 災害時にどこへ避難すれば良いか知っている 85 (50.9%)

4

災害に応じた避難場所、安全な避難ルートを複

数確認している

19 (11.4%)

5 非常用持出品、備蓄品を用意している 79 (47.3%)

6 毎年、地域の防災活動に参加している 3 (1.8%)

7

近所の人と交流し、非常時のことについて話して

いる

4 (2.4%)

8 特に取り組んでいるものはない 36 (21.6%)

9 その他 4 (2.4%)

懐中電灯・非常用電源、定期的に家で

避難訓練、枕元に靴を置いている

質問5

市が作成、配布しているハザードマップ（洪水、土砂等）を見たことがありますか

1 見たことがある 147 (88.0%)

2 見たことがない 20 (12.0%)
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88%

見たことがない
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質問6

1 災害リスクの確認 80 (54.4%)

2 避難計画の作成 14 (9.5%)

3 避難行動の確認 33 (22.4%)

4 指定避難所など、避難先の確認 68 (46.3%)

5

災害リスクに関する情報共有（町内会などの地

域単位や近隣住民同士等）

12 (8.2%)

6 町内会など、地域での防災学習や防災訓練 3 (2.0%)

7 勤務先での防災研修や防災訓練 3 (2.0%)

8 学校での防災学習（授業）や防災訓練 13 (8.8%)

9 活用していない 30 (20.4%)

10 その他 1 (0.7%)

住宅購入検討中なので、土地決定に活用

質問7

1

ハザードマップを見ようと思っているが、まだ見て

いない

3 (15.0%)

2 ハザードマップの存在を知らなかった 4 (20.0%)

3

市内で災害発生の恐れが高まった時にハザード

マップを見ようと思っている

3 (15.0%)

4

住まいや勤務先等、日常を過ごす地域で災害被

害が発生したことがない

1 (5.0%)

5

市内で災害が発生した時にハザードマップを見

ようと思っている

2 (10.0%)

6

ハザードマップに掲載されている内容に興味が

ない

2 (10.0%)

7 閲覧の方法がわからない 6 (30.0%)

8 その他 1 (5.0%)

見たと思うが記憶がない

問５で「１　見たことがある」を回答された方に伺います。ハザードマップをどのように活用されていますか

（複数回答可）

問５で「２　見たことがない」を回答された方に伺います。ハザードマップを閲覧したことがない理由は何ですか

（複数回答可）
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質問8

1 １～２日分 35 (21.0%)

2 ３日分 37 (22.2%)

3 ４～６日分 31 (18.6%)

4 ７日分以上 12 (7.2%)

5 以前はしていたが、現在はしていない 15 (9.0%)

6 していない 37 (22.2%)

質問9

1 面倒だから 9 (17.3%)

2 必要だとは思っているが、まだできていないから 32 (61.5%)

3

賞味期限や使用期限などの確認や買い直しが

大変だから

16 (30.8%)

4 費用がかかるから（価格が高いから） 13 (25.0%)

5 何を準備したら良いかわからないから 6 (11.5%)

6 備蓄を置く場所がないから 9 (17.3%)

7 その他 2 (3.8%)

親が購入している、家族が反対

質問10

食料品（飲料水・非常食等）以外で、災害に備えていますか

1 はい 101 (60.5%)

2 いいえ 65 (38.9%)

普段から非常食や飲料水などを備蓄したり、普段のお買い物の際に少し多くの食料品を買い置きしたりするなど、

災害に対して何日分の備蓄をしていますか

問8で「５　以前はしていたが、現在はしていない」、「６　していない」を回答された方に伺います。

食料品（飲料水・非常食等）を備蓄していない理由は何ですか（複数回答可）
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質問11

問１０で「１　　はい」を回答された方に伺います。具体的に何を備えていますか（複数回答可）

1 携帯ラジオ 49 (48.5%)

2 照明器具 75 (74.3%)

3 電池 69 (68.3%)

4 常備薬・お薬手帳 39 (38.6%)

5 貴重品 7 (6.9%)

6 現金 25 (24.8%)

7 携帯電話・スマートフォン 33 (32.7%)

8 軍手 62 (61.4%)

9 タオル 53 (52.5%)

10 ビニール袋 59 (58.4%)

11 歯ブラシ 33 (32.7%)

12 救急薬品 29 (28.7%)

13 ティッシュペーパー・トイレットペーパー 53 (52.5%)

14 衣類 15 (14.9%)

15 防寒具 32 (31.7%)

16 雨具 28 (27.7%)

17 毛布・寝袋 23 (22.8%)

18 感染症対策用品 14 (13.9%)

19 その他 9 (8.9%)

簡易トイレ、災害用簡易トイレ、ラップ、

電源、ヘルメット、ハシゴ、防災グッズ

（リュックタイプ）、マスク

質問12

地震が発生した際に、家具が転倒したり移動したりするのを防ぐため、家具の固定を行っていますか

1 倒れそうな家具は全て又はほとんど固定している 21 (13.8%)

2 倒れそうな家具のうち一部は固定している 46 (30.3%)

3 固定はしていないが、家具の配置を工夫している 45 (29.6%)

4 全く固定していない 55 (36.2%)

0% 25% 50% 75% 100%
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質問13

　問１２で「２」、「３」、「４」を回答された方に伺います。家具の固定をしていない理由は何ですか（複数回答可）

1 手間がかかるから 61 (41.8%)

2 費用がかかるから 46 (31.5%)

3 固定する方法がわからないから 25 (17.1%)

4 固定していなくても大丈夫だと思うから 32 (21.9%)

5 見栄えが悪くなるから 16 (11.0%)

6 部屋や家具を傷つけるから 14 (9.6%)

7 大きな地震はもう起こらないと思うから 2 (1.4%)

8 固定しても地震が起こったら被害は出ると思うから 10 (6.8%)

9 建物が免震構造であるかた 5 (3.4%)

10 借家・賃貸マンションのためできないから 9 (6.2%)

11 その他 11 (7.5%)

背の高い家具・大きい家具がない、しよ

うと思いつつ忘れている

質問14

感震ブレーカー（地震発生時に設定値以上の揺れを感知した場合、電気を自動的に止める器具）を知っていますか

1 知っている 54 (35.5%)

2 知らない 113 (74.3%)

質問15

ご自宅では感震ブレーカーを設置していますか

1 設置している 25 (15.0%)

2 設置していない（今後設置したい） 80 (47.9%)

3 設置していない（今後設置するつもりはない） 60 (35.9%)

4 無回答 2 (1.2%)
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質問16

1 分電盤タイプ 13 (52.0%)

2 コンセントタイプ 0 (0.0%)

3 簡易タイプ 0 (0.0%)

4 わからない 9 (36.0%)

5 その他 1 (4.0%)

築浅のマンションなので設置されている

と思う

質問17

問１５で「２」、「３」を回答された方に伺います。設置していない理由は何ですか

1 手間がかかるから 5 (3.6%)

2 費用がかかるから 27 (19.3%)

3 設置方法がわからないから 17 (12.1%)

4 設置しなくても大丈夫だと思うから 6 (4.3%)

5 感震ブレーカーを知らなかったから 72 (51.4%)

6 その他 13 (9.3%)

賃貸だから、設置してあるものが感震ブ

レーカーか分からない

質問17

具体的にどのような機会があれば、災害に備えるきっかけになりますか（複数回答可）

1 防災訓練 70 (41.9%)

2 防災に関する説明会 60 (35.9%)

3 備蓄品に関するチェックリスト 86 (51.5%)

4 特にない 14 (8.4%)

5 その他 14 (8.4%)

体験会、災害ニュース、防災介助士資

格取得、設備等への助成金、備蓄品の

配布

問１５で「１　設置している」を回答された方に伺います。設置している感震ブレーカーのタイプを教えてください

（複数回答可）
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質問18

姫路市の防災対策についてご意見・ご提案がありましたら、ご自由にお書きください
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危ない地域には人を住まわせないようにしてほしい

災害の種類にもよりますが避難所は近隣の宿泊施設などの借り上げを考えるべきでは

災害が起きた場合の飲食料の配布量を公開したらどうか

防災対策ガイドブックを作成して一家に一冊配布して欲しい

住んでいる地区は人が増えていて、避難場所に人が入るのか支援物資が不足しないかなど心配

毎年入れ替えの必要な備蓄品は市が自治体を通じて各家庭に年に一度配るべき

ハザードマップについてもう少し知識を広げる活動を行う

地域住民が多く集まる避難所に衛生面やプライバシーの点で不安がある。また、避難所に行くか自宅で待機す

るのかの境界線が分からない

地域の公民館や避難所でのネットワーク環境が必要。情報収集や安否確認等に必要

指定されている避難所が浸水域にあるので水害時には使えないと思うが、対処対策がない

姫路市への引越の手続きで市役所を訪れた時にハザードマップや姫路市の決まり事のような冊子を頂けたらあ

りがたいと思う

ハザードマップを各家に配布。わかってない人は多いし、検索方法がわからない人も多い

姫路は安全と思い込んでいる人が多いイメージがする。対岸の火事と思っているうちは真剣には取り組まないと

思う

小学校や学童でしっかりと避難訓練をしていただいていることに感謝

タイプ別、防災備品リストがあるといい。例えばべびー、高齢者はもちろん、グルメ型・ミニマリスト型等

面白備品リストがあれば興味を持って取り組むかもしれません

高齢者の避難誘導や避難所の確保

防災に対しての説明会

ハザードマップの様式を統一してファイル化するなどしてもらえると見やすく、保管しやすい

紙面で家の皆の集まるところに貼れる防災対策のきめ細かく記したポスターの用なものを配ってほしい。

デジタルは年齢的にしんどい

避難場所になっているものの災害の種類によって対応できないなどの不安がある

SNSを活用した情報発信を多くして欲しい

以前、検索した時にハザードマップがどこにあるかわかりにくかった

災害訓練は9月だけでなく、意識を高めるために頻繁に啓発することが必要。広報ひめじにも毎月訓練などの

情報を掲載するのはどうか

防災についての講演会などを開いて、いろいろ情報提供をしてほしい

避難所（体育館）に冷暖房の設置を毎年計画すべき

耐震補強の補助金を半額まで上げてほしい

河川が近くにあるので氾濫が怖い。対策を希望

子どもと参加できる防災訓練イベントがあれば、親子で参加したい

市立施設に水・食料の備蓄をしてほしい。水が水道管の破裂時にも活用できる

台風・豪雨・地震などの時の空き家対策問題

地域の防災訓練の日に都合が合わず参加できていない。未参加者向けに訓練内容についての配信を希望


